
今年も守谷市近隣の障がい児者施設や団体による
手作り品や野菜などの展示・販売をしますので、
皆さんのご来場をお待ちしてま～す。
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ボランティア協会
　　　交通安全マスコット祈願・配布・総会
　４月１日、毎年恒例のボランティア協会会員手作り交通安全マス
コット（約６００個）に今年度は守谷小学校児童が書いた「交通安全
標語」を付け、板戸井にある清瀧寺において交通安全祈願。祈願され
たマスコットは、５月１１日早朝、「春の交通安全運動キャンペーン」
に協会員も参加し、もりや学びの里前と市民交流プラザ前交差点で、
ドライバや登校途中の学生に安全運転や交通ルールを守るよう呼びか
け、手渡された。
　５月１５日、市役所大会議室を会場に平成２７年度守谷市ボラン
ティア協会総会が開催され、金高協会長、下村事務局長のあいさつの
後、平成２６年度活動・会計監査報告、平成２７年度活動計画・予算
の審議を行った。その後、東日本大震災から４年が過ぎ、改めて震災
を記録したＤＶＤを鑑賞し、いざというときの備え、ボランティア活
動について考える勉強会となった。

高野子どもヘルパー修了式
　３月１日、高野公民館において、「高野子どもヘルパー修了式」を
開催。修了式を前に、最後の講座として、守谷市キャラバンメイトの
講師をお招きし、「ごはんを食べたことを覚えていないとか自分のい
る場所がどこなのかわからない・・・など当たり前にわかっているこ
とがわからなくなる病気の認知症」を理解して、地域で温かく見守る
サポーター養成する「認知症サポーター養成講座」を受講。認知症を
わかりやすく描いた紙芝居など使いながらの講義ののち、保護者も加
わり、どんなことができるか、どうサポートしたよいかなどのグルー
プワークを行い、理解を深めた。
　その後、１年間活動した３９名（高野小４・５・６年生、松ケ丘小４・
５年生）の子どもヘルパーに修了書が手渡された。今後、６年生は中
学校での活躍を期待とともに４・５年生から「もっと子どもヘルパー
をやりたい！」とうれしい声も聞かれ、高野支部長からは、平成２７
年度も新たな子どもヘルパーを迎え、継続することや修了した子ども
ヘルパーには、改めてリーダーとしての活躍を期待していた。

高野地区ボランティア特別講座
　２月８日、高野公民館を会場に「こころの健康～うつのお話～」を開催。
この講座は茨城県県南生涯学習センターにご協力いただき、筑波大学 医
学医療系精神科 診療講師 松崎朝樹氏をお招きし、うつ病の診断やお薬
のお話、うつ病になられた方への接し方のポイントなど、近年誰もが成り
うる身近な病「うつ」について、わかりやすく解説していただき、１００名
を超える受講者は、「うつ」という病について、理解を深めることができた。
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ボラさんといっしょ！ふれあいボランティアスクール参加者募集
　伊奈特別支援学校ＰＴＡでは、同じ地域に住む支援を必要とする子どもたちと遊んだり、出かけ
たり、地域の人たちとたくさん触れあったり、交流していただきたいと考え、このふれあいボラン
ティアスクールを開催します。参加には特別な資格は必要ありません。
　ボランティアをするにあたり、簡単な講座も下記の日程で予定しております。
　みなさんのご参加をお待ちしております。

平成２７年度予定（日時、会場及び活動内容等）
○講　座：平成２７年７月４日 ( 土 )、７月２５日 ( 土 )、８月８日（土）、９月２３日（水）、
　　　　  １０月３１日 ( 土 )、平成２８年１月３０日 ( 土 ) の午前１０時から１２時
　会　場：茨城県立伊奈特別支援学校
　　　　　※その他、伊奈特別支援学校学区内（４市）で、実際に子どもたちと活動の体験もあります。
　　　　　　 体験の日程や内容の詳細は、学校ホームページに掲載予定です。
　　　　　　 １回のみの参加でも大歓迎です。
　詳しい日程・内容等については下記までお問い合わせ下さい。
○参加費：無料（但し、交通費・食費等の必要経費は各自負担）
○申込・問合せ先：茨城県立伊奈特別支援学校：河島
　・問合せ先：つくばみらい市青古新田 300　TEL 0297-58-8727　FAX 0297-58-9249
　　　　　　　ホームページ：http:/www.ina-sh.ed.jp　　E-mail admin@ina-sh.ed.jp

●青空の下、元気はつらつ！
　５月２２日、前日の雷雨の影響で１日順延して「第１３回守谷市元気わくわ
くスポーツ大会」が常総運動公園を会場に開催。
　当日は、晴天に恵まれ、熱中症に注意しながら、ゲートボール、輪投げ、
ペタンク、グラウンドゴルフの部に分かれ、約３００名が日頃の練習の成果
を発揮し、和気あいあいの中でも熱戦が繰り広げられ。
　輪投げとペタンクの部の優勝チームとグラウンドゴルフの部の上位６名は、１０月６日、那珂総合公園で
開催予定の「第２０回茨城県健康福祉祭いばらきねんりんスポーツ大会」へ守谷市代表として駒をすすめます。
ゲートボールの部については、優勝チームが昨年のいばらきねんりんスポーツで第３位となり、１０月１７日
からの「第２８回全国健康福祉祭やまぐち大会」に茨城県ゲートボール協会推薦で茨城県代表として派遣予
定のため、県大会への出場は見送りとなりました。

●親子１日遠足！
　３月２９日、社協児童福祉委員会企画で今年も「ひとり親１日遠足」に親
子１２組、委員等２７名が参加し、実施。今年は「マザー牧場」へ！当日は、
高速道路での事故渋滞や午後から雨雲が広がり、帰るころには雨が降り出す
あいにく天気でしたが、羊の大行進やさまざまな動物、斜面一面咲いた菜の
花畑など、帰りに寄った海ほたるからの美しい景色を観ることもでき、記念
写真！バスの中でもゲームなどをしながら帰路についたが、参加した男の子

に「今日は楽しかった？」と聞いてみると「楽しかった！」との笑顔が返ってきた。
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○「守谷市地域福祉活動計画」の実施に向け、市内
６地区（みずき野地区・守谷地区・高野地区・大
野地区・大井沢地区・北守谷地区）の支部役員を
中心に、区長や自治会・町内会役員、民生委員や
多くの地域の皆様にご協力いただき、地域福祉活
動に取り組んでいきます

○障がい児者団体・福祉団体への事業助成や一同に
会する「買ってＮｅｔバザール」開催

○高齢者健康水中体操
○高齢者元気わくわくスポーツ大会支援
○ほほえみサービス ( 在宅福祉サービス )
○福祉車両（スロープ付き軽自動車）の貸出

○社協法人運営事業
○生活福祉資金（茨城県社協事業）
　・総合支援資金・福祉資金・教育支援資金・不動

産担保型生活資金
○小口つなぎ資金貸付（守谷市社協）

○広報事業（社協だより・もりや発行）
○健康スポーツフェスティバル共催 (10 月開催）
○ホームページや社協ＰＲＤＶＤの活用

○居宅介護支援事業
　（介護保険・予防ケアプラン作成等）
○ヘルパーステーション
　（訪問介護・介護予防訪問介護）
　（障がい福祉サービス居宅介護）

○専門相談（福祉相談：毎月第１月曜日）
　　　　　  （年金労務相談：毎月第２月曜日）
○電話相談（毎週金曜日）
○要援護家庭への支援
○新生児誕生祝品贈呈事業
○新入児童入学祝贈呈事業

○赤い羽根募金運動（10 月１日～）
　（災害義援金等の取り扱い：災害時）
○歳末たすけあい募金運動（12 月１日～）
○福祉体験事業開催
○ひとり親親子１日交流事業
○ひとり親家庭小・中学校入学・卒業祝
○小・中・高校福祉教育担当者研修事業
○ふれあいボランティアスクールへの支援
○独居高齢者、高齢者世帯交流事業
○災害援助（火災見舞）
○歳末たすけあい募金対象者への配分

○子どもヘルパー推進事業の支援
○ボランティア講座、研修、交流会
○小・中学校への福祉教育推進助成
○福祉体験機器の貸出・支援
( 車いす・白杖・点字板・シニア体験用具等）
○ボランティア保険の加入促進
○善意銀行（寄付金品の受払）
○入れ歯リサイクル回収事業支援
○フードバンク事業の活用

○生きがい活動支援通所事業
　（いきいきプラザ・げんき館、ミ・ナーデげんき

館事業）
○地域ケアシステム推進事業
○日常生活自立支援事業

地域福祉活動推進事業

法人運営事業

調査普及宣伝事業

介護保険事業

相談・援助事業

共同募金配分事業
ボランティア促進事業

受 託 事 業
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高野地区
　今年も特別養護老人ホーム七福神にご協力
いただき、まずは体を動かすテーマで「レリ
ゴー体操」、排せつをテーマに「排せつの介
助方法」、安全に食事を摂るテーマで「食事
の介助方法」の「介護技術基礎講座」を開催。
　「難しいかな？と思っていた介護でも

ちょっとした知
識と介助ポイン
トを知ることで、
気後れなくでき
そう！」と受講
生からの声が聞
かれた。

守谷地区
　守谷地区では、地域のコミュニケーション
のきっかけづくりとして、５月と１０月の早
朝に「あいさつ運動」を実施しています。こ
のあいさつ運動や学校行事など、改めて守谷
小学校の子どもたちとも交流ができ、今年卒
業した６年生児童が、３月に卒業記念として
「あいさつ運
動看板」を
製作。これ
からの活動
に一役かっ
ています。

地域ごとに「市民の力で地域の幸せづくり」を取り組んでいます。
今回は「高野地区」と「守谷地区」からのご報告です！

もりや
のしあわせ　みんなで築こうもりや
のしあわせ　みんなで築こうもりや
のしあわせ　みんなで築こう
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　今回の改選に伴い、長年社協事業推進にご尽力をいただきました理事・監事・

評議員の方々が退任されました。心より深く感謝申し上げます。

（順不同・敬称略）

（理　事）　坂 　 一 利     滝 田 和 子     成 島 通 之     鈴 木 健 治     横 瀬 　 博

（監　事）　坂 　 道 夫

（評議員）　星　登志子     飯泉あや子     寺 田 典 夫     渡邉香津美     町 田 　 香
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▲退任者への
感謝贈呈

▲常陽銀行小林守谷支店長様
より会田会長へ



7

専
門
相
談
予
定
表

ふ く し 相 談　○印 　　　　　事前予約
　◆毎月第１月曜日　午後２時から４時
年金労務相談　□印 

　◆毎月第２月曜日　午後２時から４時

【場　所】いきいきプラザ・げんき館内

　※�予約は、各相談日の前週金曜日までに社協
事務局まで電話にてご予約ください。

　　電話相談でも予約を受付ます。

　　　　　　　　　　��４８−５５５５
����◇毎週金曜日　午前１０時から午後３時

電話相談

　　　　ふくし・年金・労務相談室を開設しています！
『ふくし相談室』は、「最近家のおじいちゃんの行動が・・・どうしたらいいか？」

「ふくしサービスってどんなものがあるの？」「介護保険って誰でも使えるの？」などのちょっとした

相談を社会福祉士がお受けします。

『年金・労務相談室』は、「年金手続きよく分からない？」「急に解雇されて給料がもらえない！」「雇

用条件が違う！」「障がい者年金や傷病手当ってどうしたらもらえるの？」などの相談に社会保険

労務士がお受けしますので、下記日程をご覧の上、お気軽にご相談下さい。
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　各募集等のお申込み、お問い合わせは
　　　  〒 302-0116 守谷市大柏９５４－３　守谷市社会福祉協議会事務局まで！
　　　  電話　０２９７（４５）００８８　FAX　０２９７（４８）５５５４
　　　  Ｅメール　shakyo.moriya .954-3@ace.ocn.ne . jp

　独り暮らしや高齢者のみ世帯のみなさんに、電

話を通じてお話をさせていただき、孤独感やご不

安等の解消を図るため、電話相談員による「ふれ

あい電話訪問事業」も行っています。

●対　　象：市内在住の概ね６５歳以上の独り暮

らしや高齢者のみの世帯

●実 施 日：隔週火曜日・水曜日のいずれかの

 午後１時から午後３時の間

　　　　　　（※ 祝日・年末年始はお休み）

●費　　用：無　料

●申込方法：ご利用を希望される方は、直接、下

記までご連絡いただくか、お近くの

民生委員にご連絡下さい。

ほほえみ協力会員募集中！

　ほほえみサービスとは、お年寄りや体の不自由な

方、産前産後の方やその家族の日常生活上の負担を

少しでも軽減するため、地域の方々の協力により行

う「会員方式の有料の家事援助サービス」です。ま

ずは、利用会員・協力会員とも、事前に申込書によ

る登録が必要です。登録後は、下図のしくみでサー

ビスの提供となります。また、平成２７年４月より

「介助券」の金額が改定となります。くわしくは、

下記までお問い合わせ下さい。

福祉・介護職場 就職相談会（守谷会場）のご案内
　福祉・介護職場への就労を希望する方等を対象に、茨城県福祉人材センターでは各地で就職相談会

を開催しております。センターの経験豊かな相談員が対応いたしますので、お気軽にご参加ください。

●開催日程：毎月第３木曜日　１３：３０～１５：３０

　　　　　　（６／１８、７／１６、８／２０、９／１７、１０／１５、

　　　　　　１１／１９、１２／１７、１／２１、２／１８、３／１７）

●相談内容：求職に関する相談、仕事内容や資格等の相談、求人に関する相談

●参加対象：福祉の職場に就職を希望する方、関心のある高校生・専門学生・短大生・大学生の方、

福祉の仕事や資格取得に関心のある方、求人事業所の方

●開催会場：いきいきプラザ・げんき館（守谷市社会福祉協議会）

●申込・問合せ先：相談は無料。各相談日の前日までに予約をお願いします。

 茨城県福祉人材センター（茨城県社会福祉協議会）

 ＴＥＬ  ０２９－２４４－４５６０　　ＦＡＸ  ０２９－２４４－４５４３


